大垣市中心部における防火建築帯の実態 by 新島 裕基
文部科学省科学研究費助成事業（基盤研究 B） 
人口減少・都市縮小時代の都市中心部の老朽化商業施設等の再利用・再開発に関する研究 
（課題番号：16H03674） 
 
 
 
ヒアリング調査記録： 
大垣市中心部における防火建築帯の実態 
 
 
実施日：2017年 9月 6日（水） 
対応者：小倉利之（大垣市商店街振興組合連合会理事長） 
車戸槇夫（車戸建築事務所） 
    菱田耕吉（大垣商工会議所事務局長） 
    藤墳達也（大垣市都市計画部市街地整備課再開発グループ主幹） 
 
 
編集担当：新島裕基（専修大学商学部兼任講師） 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 30年 2月  
 
 
目次 
 
 
 
＜概要＞ 
＜議事録＞p.1～p.33 
＜資料編＞p.34～ 
①「大垣市戦災復興誌」（計 34ページ）  
②「郭町一丁目 地図」（計 1ページ）  
③「郭町 2丁目地区再開発事業」（計 6ページ）  
④「郭町東西街区のまちづくり」（計 2ページ）  
⑤「スイトスクエア大垣 大垣駅南街区第一種市街地再開発事業」（計 12ページ） 
  
 
 
＜概要＞ 
 
実施日時：2017年 9月 6日（水）10:00～12:00 
 
場所：大垣市商店街振興組合連合会事務所 
 
対応者：小倉利之（大垣市商店街振興組合連合会理事長） 
車戸槇夫（車戸建築事務所） 
    菱田耕吉（大垣商工会議所事務局長） 
    藤墳達也（大垣市都市計画部市街地整備課再開発グループ主幹） 
 
出席者：石原武政（大阪市立大学名誉教授） 
渡辺達朗（専修大学商学部教授、研究代表） 
石淵順也（関西学院大学商学部教授） 
濱満久（名古屋学院大学商学部准教授） 
渡邉孝一郎（九州産業大学商学部講師） 
松田温郎（山口大学経済学部准教授） 
新島裕基（専修大学商学部兼任講師） 
※所属・肩書は当時のもの。 
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＜議事録＞ 
 
１．本調査の趣旨と自己紹介 
（渡辺） では、簡単に我々の紹介と狙いについてお話させていただきます。 
 本日はお時間をお取りいただきましてありがとうございます。 
 我々は流通・商業の研究者のグループなのですが、昭和 20年代後半から 30年代前半は
流通・商業の研究者にとってあまりいままでスポットライトを当ててこなかったところで
すが、その時期に耐火建築促進法に基づき防火建築というものが商店街にかなりつくられ
ました。それが全国にかなりあり、いまになって地域のまちづくり、商店街振興を進める
上でいろいろな意味で問題になっている地域が多いということで、あらためてその当時の
防火建築帯について勉強してみようと、そしてそれをどうしたら地域のまちづくりや商店
街にとって生かすことができるのか、あるいはそれを撤去して再開発をしたり、リノベー
ション等によってどこまで再利用し使い続けられるのか、そういうことを勉強させていた
だいております。 
 去年からこのチームでスタートしていますが、地域としては横浜を見て、静岡県下で沼
津、熱海、静岡、そしてその前に浜松も見ています。その上で、今年は名古屋、蒲郡に昨
日行ってまいりまして、そして本日こちらにお邪魔させていただいております。それぞれ
地域ごとに建てられている建物も少しずつ違いますし、抱えていらっしゃる課題も違いま
すので、それぞれの地域ではどのような経緯で開発され、そしていまどういう問題を抱え
ていらっしゃるのか、そのようなことを議論させていただければと思いましてお邪魔させ
ていただいたということでございます。 
 本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
 
（小倉） 本日は渡辺先生、石原先生、皆様に大垣にお越しいただきましてありがとうご
ざいます。 私は当商店街連合会の小倉と申します。 
 
（車戸） 車戸です。よろしくお願いいたします。 
 防災街区のこの一連を西から見てもらって、階段を見てもらうと、ロシア構成式っぽい
デザインになっていますが、そこは私の父親の設計です。もう父も他界しましたが、そこ
から後の細かいことはお話しさせていただきたいと思います。 
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（菱田） 大垣商工会議所の事務局長をさせていただいております菱田と申します。会議
所にお世話になるようになってからもう 20年ぐらいになりまして、いろいろな仕事に関
わらせていただいております。 
 平成 10年ごろから市街地活性化で空き店舗対策事業や市民参加のまちづくり事業など
商店街関係の仕事にも若干携わらせていただいております。今日、お役に立てるかどうか
わかりませんが、よろしくお願いいたします。 
 
（藤墳） 市役所の市街地整備課の藤墳と申します。 
 私はこういった共同ビルの建て替えの再開発事業を担当しています。市内では再開発事
業１件と、優良建築物等整備事業２件施行分野がありまして、古い共同ビルをそれで建て
替えたという実績がございます。 
 私自身、防災街区・防火建築帯は古すぎてほとんどわかっていませんが、もともと市の
住宅協会が関わって事業を進めておったようで、一時、税金相当額を地権者からだいぶん
取ったといった資料が残っておりましたので、そういった資料はお持ちしましたので必要
であればご覧いただければと思っております。以上です。 
 
（渡辺） こちらのほうも簡単に自己紹介をさせていただきます。 
 
（石原） 石原でございます。大阪市立大学に長くいたのですが、その後転々としまして、
この３月に流科大を退職しまして、いまは年金生活者になりました。よろしくお願いいた
します。 
 
（石淵） 関西学院大学部商学部の石淵と申します。商業集積の魅力の研究や消費者の関
連行動を研究しています。よろしくお願いいたします。 
 
（濱） 名古屋学院大学の濱と申します。私はすごく近いところにいますが、実は大垣は
初めてです。よろしくお願いいたします。 
 
（渡邉）九州産業大学の渡邉と申します。商店街の組織に根ざしたまちづくり活動を研究
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しています。よろしくお願いいたします。 
 
（松田） 山口大学の松田と申します。私は八百屋や居酒屋のように個人事業主の経営に
興味を持って研究しております。よろしくお願いいたします。 
 
（新島） 専修大学商学部の新島と申します。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
 
（渡辺） 専修大学の渡辺です。よろしくお願いいたします。 
 
２．大垣市中心部の歴史 
（渡辺） では、過去の開発の経緯について、歴史を遡ってお話しいただくことは可能で
しょうか。 
 
（車戸） 開発の経緯はわかりません。 
 
（渡辺） なぜここでこれほどたくさんやられたのかというところなのですが。 
 空襲は受けていらっしゃいますでしょうか。 
 
（車戸） 空襲は受けていますので焼けています。それで、このあたりは郭です。ですか
ら何もありません。ほかのまちと少し違うのは、大垣の中心市街地は意外と移動が少なく、
まず江戸時代、戸田公のときには大垣城でした。大垣城があってその周りに武家屋敷があ
り、少し南へ行ったところに「結びの地記念館」のある船町港というところがありまして、
その前を美濃路が通っています。あれが桑名からのゲートウエイになっていまして、そこ
から商店が始まって、そこから美濃路がずっと来てこの向こうで本町になり、中山道にぶ
つかる道と名古屋へ行く道になっています。このあたりはまったくの武家屋敷でした。 
 明治になった時点では本町筋と船町あたりが商業の中心で、このあたりはなくなってし
まいました。明治末期から国鉄がここにできまして、そして道が広くなった時点でお堀は
ある程度埋められてしまって、大正のときにはこのあたりに商店街が張り付いてきていま
す。それから戦争になりまして、焼け野原になってしまいました。 
 ＜地図を見ながら＞これが大垣城です。ここで少し広くなっています。ここに新しく通
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していますが、まだ、お城があってそうでもないです。中心市街地はどちらかというとこ
ちらの本町筋あたりで、それからこちらにきて、そしていまはここになっています。実は
私の父は建築でしたが飛燕の主翼の設計をしていまして、昔の航空機の格納庫もやってい
ましたので、おそらくそのトラウマがあったのかもしれないのですが、ここはちょうど飛
燕が降りるのにちょうどいい飛行場みたいだと、おそらく飛燕の翼を測るとちょうどいい
スケールになるのだと思います。 
 
（渡辺） なぜこんなに広いのかと思いましたが、そうなんですね。 
 
（車戸） 当時、フォードが軍事産業でいまの生産工法をやっていたときに、父も、この
焦土化したまちを防災でなおかつ耐震にいいようにということでつくったということは聞
いています。これも、鉄骨のコンクリートブロックのわりと生産技術に則ったスタイルで
つくっています。ですから縦割りです。しかし、いまの耐震基準には合いませんから、今
度大きいのがきたら、壁が東西に入っていて南北に入っていませんから、バタバタときれ
いに倒れます。設計した父が、「おい、間違いなく倒れるぞ」と言うのですから間違いな
いと思います。ですから、早くやったほうがいいですよと言っていますが、なかなか進み
ません。 
 やはり資本がなくなって、住宅協会との関係はわかりませんが、安全でそれなりに安心
で安価で、ある意味では平等主義っぽいのは土地の……。土地の持分はどうなったのでし
ょうか。わりと同じスパンで割っていますが、そんなにきちんときれいにいったのでしょ
うか。これだけきれいに割れているのがちょっとわかりません。 
 そのときには戦後ですから皆さんそれどころではなく、ちゃんとした家がほしかったの
で、いいものをつくっていこうということで、いまほどもめなかったのだと思います。義
理の父からは、これができたころにはいろいろなところから見学があったということを聞
いています。あまり父は言いませんでしたが、それだけあれば飛燕は……（笑）。 
 
（石原） いま、このへんでしょうか。 
 
（小倉） そうです。 
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（石原） このへんのビルだったと思いますが、いちばん駅寄りのところが幅が狭くて、
その次が少し広くてという形で、間口が違います。あれは底地の所有によってそのままい
っているんだと思います。 
 
（車戸） こちらのほうがあとだろうと思います。ここのほうが私有財産的なものに対し
ては、いまでいうところの高山のようなコミュニティがきちんとあって、しっかりしてい
きましょうということであまりもめなかったのではないかと思います。といいますのは、
どのように手に入れられたかわかりませんが、ここはほんのちょっと前まではお城の中で
したから個人の土地ではありませんでした。 
 
（石原） お殿様からもらった土地だから、いろいろ言わずにということですね。 
 
（車戸） そういうこともあるのかもしれません。本町のほうは江戸時代からずっとあり
ますから、１軒１軒の間口についてはうるさいです。ここもそれなりに皆さん頑張られま
したので、いまは昔と違って私有財産の意識は強いです。 
 
３．防火建築帯の開発順序 
（渡辺） まずこちらが先にやられたのでしょうか。 
 
（車戸） そのはずです。 
 
（渡辺） 何年ごろでしょうか。 
 
（車戸） 昭和 27年ぐらいです。 
 
（渡辺） ずいぶん早いですね。 
 
（車戸） 早いです。 
 
（石原） 法律が 27年です。 
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（車戸） ですから即座にです。 
 
（渡辺） 愛知県、東海地方の中でもいちばんかもしれませんね。もしかすると全国でも
いちばんかもしれません。 
 
（車戸） 早くて、30年ぐらいには完成したのではないかと思います。ですから、とうの
昔にお金は払ってしまったという話です。 
 うちの事務所は 21年に開設しましたが、仕事がなく、これをやりました。 
 少し大垣市さんにお世話になりましたが、父はわがままなものですから合わずに「お前、
出ていけ」と言われたそうです（笑）。 
 
（藤墳） 27年に３棟か４棟。 
 
（車戸） 27年ものは階段に少し丸みがあります。 
 
（渡辺） 階段のどこに丸みがあるのでしょうか。段にでしょうか。 
 
（車戸） 上がったところです。そして窓の形がきれいです。 
 
（渡辺） デザインに凝っていたのですね。 
 
（車戸） あの当時の我々図面屋は、けっこう常識といいますかいろいろな素養がありま
して、バイオリンも弾けば絵も描けば、構造もわかればというぐらいでした。飛燕の主翼
はなかなかきれいです。 
 そのあたりまではわかるのですが、まだ倉庫を見たのですが、25年ものが１つだけある
のが、セキガラ製作所さんのアングルだけで作った軽やかな図面だけが残っていますが、
住宅協会から委託でしたから、あとは残っていません。 
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４．道路拡幅の時期 
（石原） 戦争で焼けたあと、道路を飛行機が飛ばせるように広げるとは言いましても、
もともとそれほどなかったのではないでしょうか。 
 
（車戸） 一度、大正のときに少し広くなりました。そして、それ以上に広くなったのが
このときです。ただ、なぜこれほど広くしたのかはわかっていません。理由がありません
から、父のことだから飛燕の落ちてもいいようにということではないかという推測でしか
ありません。 
 
（石原） ずいぶん広いです。 
 
（車戸） 広いです。いま、これが西街区と東街区が仲が悪い原因になっています。 
 都市内交通というものをもう少し考えると、どちらかが手前にきて、もう少し歩くスケ
ールにしてもいいぐらいの幅です。 
 
（石原） これは区画整理ですね。 
 
（車戸） はい。 
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（車戸） ですから即座にです。 
 
（渡辺） 愛知県、東海地方の中でもいちばんかもしれませんね。もしかすると全国でも
いちばんかもしれません。 
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（藤墳） 27年に３棟か４棟。 
 
（車戸） 27年ものは階段に少し丸みがあります。 
 
（渡辺） 階段のどこに丸みがあるのでしょうか。段にでしょうか。 
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（車戸） あの当時の我々図面屋は、けっこう常識といいますかいろいろな素養がありま
して、バイオリンも弾けば絵も描けば、構造もわかればというぐらいでした。飛燕の主翼
はなかなかきれいです。 
 そのあたりまではわかるのですが、まだ倉庫を見たのですが、25年ものが１つだけある
のが、セキガラ製作所さんのアングルだけで作った軽やかな図面だけが残っていますが、
住宅協会から委託でしたから、あとは残っていません。 
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（車戸） そうです。それで戦災復興から……。この前です。これがどちらを広くしたの
でしょうか。 
 
（藤墳） こちら側です。 
 
（車戸） やはりお城側です。もう何もありません。ちょっと広くなりました。 
 この時期は JRの輸送量よりも船町から桑名へ行く船のほうが商量が多かったのです。
大正の中頃まではそうで、大正が過ぎてこちらの輸送量が増えて、それに伴って水運がダ
メになっていきました。そしてここがだんだん栄え始めて広くなるわけです。ですから、
いまの揖斐川の奥のイビデンのきれいな発電所は全部水運で持っていってつくりました。 
 
５．大垣市中心部の防火建築帯の構造 
（石原） ここに小売店などの商業が張り付いてくるのは戦後で、こちら側は特に戦前か
らではないのですね。 
 
（車戸） これは大正のときには、駅ができた時点でもう張り付いてきています。 
 
（石原） そうですか。では、そのお店が 27年というともうポツポツと建ち始めていま
すね。 
 
（車戸） もう建っていたはずです。大正から昭和にかけてですが、でも焼けてしまいま
したので。 
 
（石原） そこをこちらのほうにセットバックしながらこの耐火建築ができたわけですね。 
 
（車戸） そうです。ですから、そのときには１戸１戸の割り付けも、鉄そのものがなか
なかなかったわけですから、なるべく等スパン等ラーメンで同じものをプレハブ的に建て
たいという思いがありました。ここが道になっていまして、こうなっていてこれが当たっ
て、これを壊しました。そして道になりました 
 ですから、当時は住宅と商売ということで、職住同一でした。昔はこの前を通る道は肩
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と肩がぶつかったというぐらいだったようです。また、繊維産業も発達していました。 
 
（小倉） 最盛期で 1万 6,000人ぐらい通りました。いまはちょうど 10分の１ぐらいで
す。 
 
（車戸） ４階建てもあります。この当時の建築技法はどうなっているのか……。容積率
などがどうなっているかわかりません。 
 
（石原） 建坪率、容積率がどうなっているのかわからないぐらい敷地いっぱいいっぱい
で、うちの敷地の中に全部建てて、隣との間の壁を節約するというそういう感じだったよ
うです。 
 
（車戸） 用途地域の商業地域というのは後付けだと思います。しかし、その当時はこの
住宅ができるということでずいぶんモダンであったし、生活できるということとその当時
の地震に対しては安全であるということ等でもってまずそこからだと思います。 
 
（渡辺） 前で商売されていた方が後ろをつくって、そこの上に住まわれたということで
すね。 
 
（車戸） そうです。 
 
６．再開発に向けた課題 
（渡辺） 商売変えなどはされたのでしょうか。 
 
（車戸） ほとんどの方がいまの方々と同じだと思います。ただ、これの割り付けが同じ
モジュールでいきたいという思いがあったので、そのあたりは話し合われて、土地の場合
は２マスの方もありますが、まん中には必ず壁があってということです。 
 しかし、いまいちばん恐いのが、３つぐらい買われたときに、本当は耐震壁になってい
る壁を全部取ってつなげてしまっていることです。そういった危ないのではないかという
ものがけっこうあります。 
8 
 
（車戸） そうです。それで戦災復興から……。この前です。これがどちらを広くしたの
でしょうか。 
 
（藤墳） こちら側です。 
 
（車戸） やはりお城側です。もう何もありません。ちょっと広くなりました。 
 この時期は JRの輸送量よりも船町から桑名へ行く船のほうが商量が多かったのです。
大正の中頃まではそうで、大正が過ぎてこちらの輸送量が増えて、それに伴って水運がダ
メになっていきました。そしてここがだんだん栄え始めて広くなるわけです。ですから、
いまの揖斐川の奥のイビデンのきれいな発電所は全部水運で持っていってつくりました。 
 
５．大垣市中心部の防火建築帯の構造 
（石原） ここに小売店などの商業が張り付いてくるのは戦後で、こちら側は特に戦前か
らではないのですね。 
 
（車戸） これは大正のときには、駅ができた時点でもう張り付いてきています。 
 
（石原） そうですか。では、そのお店が 27年というともうポツポツと建ち始めていま
すね。 
 
（車戸） もう建っていたはずです。大正から昭和にかけてですが、でも焼けてしまいま
したので。 
 
（石原） そこをこちらのほうにセットバックしながらこの耐火建築ができたわけですね。 
 
（車戸） そうです。ですから、そのときには１戸１戸の割り付けも、鉄そのものがなか
なかなかったわけですから、なるべく等スパン等ラーメンで同じものをプレハブ的に建て
たいという思いがありました。ここが道になっていまして、こうなっていてこれが当たっ
て、これを壊しました。そして道になりました 
 ですから、当時は住宅と商売ということで、職住同一でした。昔はこの前を通る道は肩
10 
 
 
（渡辺） 奥行きはどうでしょうか。 
 
（車戸） 11メートルです。 
 
（渡辺） その裏にも敷地をお持ちなのでしょうか。 
 
（車戸） 少しあります。 
 
（渡辺） 継ぎ足したあと、自分の住居スペースを増設されている人はいますでしょうか。 
 
（車戸） まちまちです。 
 
（車戸） いまいちばん難しいのは、自分のところを何とかしたいといいながらも、一緒
になっているので、隣が嫌だと言っていると何もできなということです。これをフルメン
テナンスしたいといったところで、そのお金はどうするのかということです。皆さん当時
は資産をお持ちでしたが、ここは生活できないからと外へ住居部分を持っているので、メ
ンテにかけられず、今度は雨漏りがひどくなったりしています。いま、こういう段階にな
ってきたときに再投資力がなくなってしまい、先ほど事務局長がおっしゃいましたが、
TMOの時代があったり、商調協の時代があったときに、大型店舗が外に出たその間に執
行猶予の時間があったけれども、まだ何とかなるだろうといっているうちにそうなってし
まいました。いまは、もう完全に再投資力がなくなり、「さぁ、どうしよう」ということ
で、いろいろ再開発をしなければもう何ともならないという状況です。その手前でバブル
があり、そのときはこうなったので、買ったものが不良債権化しているというようなとこ
ろもあり、いろいろですから難しい部分があります。 
 
（石原） そのように地方としては再開発しかないのかもしれませんが、再開発をしても
成り立つかどうかという問題がありまして、そちらのほうが問題になってきます。 
 
（車戸） 堀さんがよくおっしゃっていますが、再投資力ができるためにはベースになる
11 
 
ものがなければなりません。大垣は西濃さんがあり、共立さんがあり、イビデンさんがあ
るなど地方都市にしては珍しく一部上場企業があり、矢橋大理石さんがあり、耐酸壜さん
があり、セリアさんもあり、アミカさんがあるというように、都市力・産業力があるので
まだもっていますが、難しいところです。 
 先生方で全地方都市を何とかしていただかないと、東京だけ栄えればいいという話では
ありません。 
 
（渡辺） 建物自体を共同で持っていることはないのでしょうか。皆さん、それぞれ別々
の所有でしょうか。 
 
（車戸） 別々です。その意識はあります。ですから、あの中でもこういうふうだけれど
も、いわゆる区分所有としての所有権は柱端、壁壁で所有されています。 
 
（渡辺） では、自分だけ壊してつくると倒れてしまうということですね。 
 
（車戸） できません。一体の構造体になっていますからできません。耐震補強するには
遅いですし、であれば建て替えたほうが早いということです。では、建て替えたところで
それだけの新しい商業力が生まれるのかといわれると、それは生まれません。 
 
７．大垣市中心部の商業の概況 
（渡辺） いま、実際にご商売をされているのは何割ぐらいでしょうか。 
 
（小倉） ９割ぐらいの人がやっていると思います。空き店舗率が 14、15パーセントだ
と思いますので、85パーセントぐらいは一応やっています。 
 
（車戸） しかし、次の方が学校の先生をされたりといろいろで、住もうという方はいら
っしゃいません。 
 
（小倉） ただ、再投資をして商売をしようという人は極めて少ないと思います。いま、
何となくやっているという方が大半です。 
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（車戸） 儲けている人は何パーセントぐらいでしょうか。 
 
（小倉） １割ないと思います。 
 
（車戸） この新大橋から北はまだ商業都市として比較的いいのですが、こちらから南が
ちょっとつらいです。 
 
（小倉） そこに共立銀行さんの本店がございますし、こちらに市役所もございますし、
市民病院のラインまでは何とか商業地として頑張っていきたいという思いはあります。 
 
（車戸） 外から商業力を入れながら人が集まるようにといってもなかなか難しいです。
駅前は大丈夫ですが。 
 
（渡辺） 日常の買い物は郊外へ車で行かれるのでしょうか。 
 
（車戸） もしくは名古屋です。必ず座れて電車で 30分です。駅前にあれだけ高島屋な
どができましたから、そこへ行ってしまいます。いいまちなのですが、なかなか難しいと
ころです。 
 
（石原） 商業的にいいますと、昭和 20年代の終わりぐらいにこれが順番にできていっ
て、高成長になっていく過程ですから、ウハウハ儲かっていた時代がずっと続いたのでは
ないかと思います。 
 
（車戸） ありました。 
 
８．防火建築帯が商人に与えた影響 
（石原） 昔のことですからわからないかもしれませんが、そういうハードが変わって、
人の流れが変わってくると、商人さんのことですから目の色を変えていろいろなことをや
ったのでしょうか。それとも、「いやいや、このままで大丈夫」と言っていたのか、どう
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なのでしょうか。 
 
（車戸） 「大丈夫」のほうじゃないかと思います。その商売を変えられながら、どんど
ん次を見て、先行投資をしながらという人は少なかったような気がします。それでもここ
は何とかなったんですが、本町筋は昔のままですからいまはさびれてしまっています。 
 
（石原） 個々のお店の商売の仕方もそうですが、共同施設を持ったということですから、
それをきっかけにして商店街として何かをということはあったのでしょうか。 
 
（小倉） 商店街としてはたくさんやっています。例えば先生のおっしゃるように「まち
ゼミ」もやっていますし、毎月第１日曜日に「元気ハツラツ市」というのをやっておりま
す。これは８年続いていますが、１カ月に３万～４万人ぐらいいらしてもらっています。
行政も商店街に対して理解がありまして、いまであれば「プレミアム商品券」の発売もや
っていますが、ほとんどのことに補助をいただいています。大垣は岐阜県の中では飛び抜
けて、事業数も多いのですが、補助金をいただいております。 
 これが８年間続いていまして、市長もいつもおいでになって協力していただいておりま
す。流れとしては駅がありまして、駅からずっと商店街を通って大垣城や市役所があり、
芭蕉の奥の細道記念館がありましてというラインです。大変たくさんのことはやっていま
すが、ただ、そういったイベントをやりましても一過性の部分があります。祭りも三大祭
りとして大変多くの人に来ていただいていますが、それだけではとてもいまの商店街の構
造的な問題を解決することはできません。 
 
（石原） いまもいろいろやっておられるようですが、昭和 30年ごろは商店街としてそ
れほど何かしなくてはいけないというのが一般的ではなかったと思いますが。 
 
（小倉） いまはもうやっていませんが、共同売出などは 30年ぐらいの歴史がありまし
た。 
 
９．振興組合としての活動 
（渡辺） 振興組合はいつできたのでしょうか。 
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（小倉） たしか今年が 53年だったと思います。振興組合も 50年以上たっていると思い
ます。たぶん 60年以上たっていると思いますのでけっこう歴史はあります。現在も振興
組合は大垣市内の中に５つの振興組合がありまして、ここが連合会の事務所ということで
す。商店街活動も、他地区に比べて大変活発であったように思っていますが、いかんせん、
ナンボやってもおっしゃるとおり難しいです。 
 
（渡辺） 共同売出はこれができる前からやられていたのでしょうか。 
 
（小倉） 共同売出はずっとやっていましたが、もう何年か前にやめました。 
 
（渡辺） この防火建築ができる前の時代からやられていたのでしょうか。 
 
（小倉） 戦後のことしかわかりませんが、30年代ぐらいからばんばんやっていました。 
 立地としても駅の近くですし、周囲では繊維産業が盛んで、土日は１日 1万 5,000とか
1万 6,000という通行量でした。 
 
（渡辺） 女工さんが多くいたということですね。 
 
（小倉） そうです。大垣は水がいいですから。 
 
（渡辺） 紡績工場がたくさんあったということですね。 
 
（小倉） そうです。先ほども申し上げましたが、いまも、上場企業が何社かありますし、
地方都市としては抜群の財政力といいますか、いままでそういうふうに持っていました。
駅前のみなみ再開発が去年完成したところで、お城前と東西街区の再開発を進めていると
ころです。 
 
（石原） このへんになるのでしょうか。 
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（小倉） 大垣城がありまして、こちらとこちらです。再開発等については、先生がずっ
とお世話になっています。 
 
１０．再開発のエリア 
（石原） 再開発はこのあたりのエリアでしょうか。 
 
（車戸） そうです。ずいぶん昔からのお話でして、１つにはお城の東側を広場にして大
垣の通りからお城が見えるべきだというお話もありましたのと、いま、商売もということ
もありました。はじめは西側だけでお城の前のこちらだけの再開発を何年か前にやったの
ですが、それはやっても東向きのビルだけになった採算が合わないという話があってたち
消えてしまいました。それでもやらなければいけないということで、東西一緒にやること
によってここの広場を確保するかたちでこちらを再開発エリアとしながら、個別の人たち
ということで、お城が見えるようにというのをいま進めています。 
 では、ここで新居住を推進するといっても、実際には生活インフラがありません。いま、
このあたりの八百屋さん、魚屋さんがどんどんなくなっていっています。ヤナゲンさんが
なくなって、あそこにマーケットがありましたがなくなりました。新居住でかなり人が増
えてくればそれを目指してやる方が多いでしょうけれども、いまは採算が合いませんから
なかなかスーパーが入ってきてくれません。そして入ってきてくれなければ、新居住は言
うほど簡単ではなく難しいわけです。そして、であれば名古屋のほうが便利だという話か、
駅の裏のほうがいいという話になります。 
 そうなったらどうするかということですが、ここに商業集積みたいなものを高めなけれ
ばなりません。しかし、マンションをつくっても昼間は奥さんしかいませんし、どちらか
というと名古屋に通う人が買いますから、そうすると商売的に生活インフラの食品関係が
根付きません。本来は専門店でいくといいのですが、なかなかそうはなりません。ですか
ら、こういうところに集積ものを入れて、そうするとそこに何百人か千人近い人が集まっ
てくれれば、それだけで成り立ちます。そうなれば１階をオープンテラスのようにいろい
ろな食品が入るようなものにして、何とか居住地もやって、人が来るようにして、そして
ここの個別の人たちもというかたちで、少しこちらに核をつくらなければ、駅からこちら
の通路が昔は２つの「トンボの目玉」というふうにやっていましたが古い話になってしま
って、駅前に集中してしまっていますから、いまはそこが進んでいるということです。 
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（小倉） たしか今年が 53年だったと思います。振興組合も 50年以上たっていると思い
ます。たぶん 60年以上たっていると思いますのでけっこう歴史はあります。現在も振興
組合は大垣市内の中に５つの振興組合がありまして、ここが連合会の事務所ということで
す。商店街活動も、他地区に比べて大変活発であったように思っていますが、いかんせん、
ナンボやってもおっしゃるとおり難しいです。 
 
（渡辺） 共同売出はこれができる前からやられていたのでしょうか。 
 
（小倉） 共同売出はずっとやっていましたが、もう何年か前にやめました。 
 
（渡辺） この防火建築ができる前の時代からやられていたのでしょうか。 
 
（小倉） 戦後のことしかわかりませんが、30年代ぐらいからばんばんやっていました。 
 立地としても駅の近くですし、周囲では繊維産業が盛んで、土日は１日 1万 5,000とか
1万 6,000という通行量でした。 
 
（渡辺） 女工さんが多くいたということですね。 
 
（小倉） そうです。大垣は水がいいですから。 
 
（渡辺） 紡績工場がたくさんあったということですね。 
 
（小倉） そうです。先ほども申し上げましたが、いまも、上場企業が何社かありますし、
地方都市としては抜群の財政力といいますか、いままでそういうふうに持っていました。
駅前のみなみ再開発が去年完成したところで、お城前と東西街区の再開発を進めていると
ころです。 
 
（石原） このへんになるのでしょうか。 
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１１．大垣市中心部の構図 
（藤墳） 話に出たのであれですが、地図があります。 
 
（車戸） こんなものがあったのですね。 
 
（藤墳） ここまでお店があって、こっちへ下がっています。 
 
（車戸） 私の勘で飛燕ではなかったのですね。 
 
（藤墳） たまたま発見しました。 
 
（車戸） でも、これがきれいにいったというのは、その当時はみんなが仲良かったとい
うことかもしれません。 
 
（藤墳） １つの要因は、恐らく、当時、ここがお堀だったんだと思います。それを埋め
立てて宅地を生み出して、それで何とかまとめたのだと思います。ここは、ちょっと前ま
でお堀でした。 
 
（石原） お堀を埋めて、そこまで動かしていくと。土地を生み出したわけですね。 
 
（渡辺） フタをしたわけではなく、埋めてしまったのですね。 
 
（車戸） 完全に埋めています。 
 
（藤墳） 大正時代でだいぶん埋めて、戦争前でもまだ少しの残っていたようでそれも埋
めてという政策だったと思います。 
 
（渡辺） お堀を埋めると公共の財産になるのでしょうか。 
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（藤墳） まさにアサマさんに入札で売っているみたいです。 
 
（渡辺） いったんは市のものになって、それを売るわけですね。 
 
（車戸） アサマさんにですか。 
 
（藤墳） 全部アサマさんです。 
 
（車戸） アサマさんはどなたでしょうか。 
 
（藤墳） わかりません。アサマさんばかりです。 
 
（渡辺） 財閥があったのかもしれません。 
 
（石原） 上田菊次郎さんも。 
 
（車戸） 上田さんはいまの上田石灰さんです。上田さんもあります。 
 
（藤墳） そのとき入札したのを大事にしまっていたのですね。 
 
（車戸） いま、共立さんのキックスビルがここです。いえ、違いました。 
 
（石原） これはいま会議所になっているところですね。 
 
（車戸） 昔会議所のところです、そうです。 
 
（藤墳） ちょうどこれが構図です。この角はこうですから、これが池・沼でした。 
 
（車戸） やはり武家屋敷でした。本町はここです。 これはここでいいんでしょうか。 
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（藤墳） お城がここで、この角でした。 
 
（車戸） 方向はこれでいいんでしょうか。 
 
（藤墳） 方向は合っています。この道がこれです。 
 
（車戸） どれですか。 
 
（藤墳） この道とこの道にお城があり、これがお堀です。 
 
（車戸） これは道路ですね。 
 
（藤墳） これは道路です。 
 
（車戸） ここでいったんは大きくなりました。大正です。そして戦後にまた広がりまし
た。 
 
（渡辺） 郭町という地名はいまも残っているのですね。 
 
（車戸） そうです。 
 
（小倉） 新大橋から共立銀行のあのあたりまでが全部郭町です。 
 
（渡辺） 昔は武家屋敷があったわけですね。 
 
（車戸） 昔は何もなく、お堀とお堀の間です。 
 
（小倉） このあたりは本丸商店街といっていますし、もう少し南へ行くと二の丸商店街
といっていますので、名前から、昔、そこにそういうものがあったと推測できます。 
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（車戸） 内堀と外堀の間です。武家屋敷はあったりなかったりします。 
 大垣城から本町中心市街地の中心が移り、郭町に戻ってという、このあたりはわりとこ
うで終わっていまして、最近になって駅前に移りました。桑名などでは旧市街地はだいぶ
ん離れていますが、大垣はそうではありません。 
 
（渡辺） 駅からすごく近いですね。 
 
（車戸） ある程度近く、わりとコンパクトです。 
 
（小倉） 全国で中央駅からいちばん近いお城が大垣城です。それから、先ほどのこの商
連が昭和 39年にできていまして、その２年ぐらい前には各単組ができていますから、歴
史的に商業活動は昔から盛んであったようです。 
 
１２．再開発事業の概況 
（石原） いま、ここは個別の意向調査を本年度……。 
 
（車戸） ほぼ終わりまして、弱小地権者という方もおみえですが、残るにしてこれくら
い欲しいというわりには従前資産が少なすぎます。では、それをやるために、建物のほう
の質を落として合わせるというのもいかがなものかと思います。いま、そこがいろいろ何
軒かあったりします。ほとんどの方が、再開発といろいろなものでお金をいただいて出て
いきたいと思っています。再開発したいので、そのお金をそこで仕事をするためにやれば
いいというのが理想的ですが、８割、９割がお金をいただいて出ていきたいと思っていま
す。そうなると、保留床をどういうふうに手に入れて、その人たちのお金を生み出すかで
す。では、マーケットの誰かが来ないし、商業床をつくっても入ってくれません。マンシ
ョンといっても駅前であれば売れても、売れません。そのように再開発は成り立たないと
いうことになってしまうと、ますますさびれてしまいますから地元商店街や商工会議所、
地元の経済界にお願いしながら何とかというのをいまやっているということです。 
 
（石原） このエリアで地権者は何人ぐらいいるのでしょうか。 
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（車戸） 51で残る人が 12、3だったでしょうか。 
 
（藤墳） 再開発に 16名、個別利用で９名です。 
 
（車戸） 個別利用というのは再開発とは違います。 
 
（車戸） また減る可能性のほうが多いです。 
 
（石原） １回ヒアリングしただけでは、なかなか最後の姿が見えないのが再開発ですか
ら。 
 
（藤墳） どちらかといいますと、こちら側は防災街区の古い時代の建築物で共同ビルが
多く、ぜひやってくださいというのが東側です。 
 
（石原） 東側のほうが共同ビルがちょっとあるだけですね。 
 
（藤墳） はい、個別のビルです。 
 
（車戸） こちらだけでできないことはないけれども、そもそも周りの全ての都市環境が
整ってのお話ですから、東側だけ何かをやったところで、お城の周りも含めてやらないと
意味がありません。 
 
（石原） 西側だけですとほとんど立ち退きになってしまいそうです。本来なら人にこち
らに行ってもらうということですね。 
 
（車戸） いま、ほとんどそうです。 
 
（石原） しかし、「やめた」と言って出ていく可能性があるということですね。 
 
（車戸） そうです。 
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 「グランドビジョン」を商工会議所で作ったのが十数年前で、そのとき TMOでやった
のかどうか忘れてしまいましたが、まちづくりかもしれません。ずっと見ていると、船町
あたりは、パチンコ屋さんが悪いわけではありませんが、パチンコ屋さんと大きなビルが
あって、「奥の細道結びの地」と言っておきながらその環境が整っていませんでした。ま
た、駅前もいろいろな危ないものがあって、それでいまのところということで、大垣の中
心市街地で何かやるとしたら、おそらくお城の周りと駅の南のあそこと、船町の３つを扱
うべきだろうということを書いて、この十数年で船町と駅前はできたわけです。そして、
いちばんはじめからやっているこの郭町だけが長いんです。長いことやっていますが、な
かなかできません。 
 よくしたもので、それをやっておけばだんだん周りも民活で何とかなっていきます。最
初は再開発など市のいろいろな資源を入れてやっていかざるを得ません。 
 
（渡辺） 船町のほうは何ができたんでしょうか。 
 
（車戸） 「結びの地記念館」です。皆さん、奥の細道は東北だと思っていらっしゃるか
もしれませんが、最後は大垣なんです。私が大垣に来たころに皆さんに聞いてみても、あ
まり知りませんでしたし、そもそも奥の細道を読んでいる人が少なかったです。45年ぐら
い前です。 
 
（渡辺） そこには商業施設が入っているのでしょうか。 
 
（車戸） それはありません。 
 
（渡辺） 記念館があるだけなんでしょうか。 
 
（小倉） お土産店があります。 
 
（車戸） あくまでもそれは核で、その周りがこれから民活で何とかなってくださいとい
うことです。やはり北側はセリアさんのオーナーが買って、いま解体が始まっています。
だんだんとそうなっていっています。 
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（渡辺） こちらにはもう住宅もこないわけですね。住宅は駅のほうにということでしょ
うか。 
 
（車戸） はじめはマンションが２棟建つという計画があったのをあきらめていただきま
した。船町港というところはマンションとしては非常にいいところですが、だけれども違
うだろうということであきらめていただきました。 
 
（渡辺） 生活はしづらそうです。 
 
（車戸） いろいろありまして、それこそ観光客のゲートウエイ的につくって、そこから
何とかなるだろうということです。 
 駅前はわりと早くいって、マンションも１回目で全て売れてしまいました。しかし、そ
れ以上をやるほどのキャパがありません。 
 どうすればいいかということは非常に悩むところです。落ち着いたいいまちでも、経済
的に成り立てばいいんじゃないかと思います。 
 
（石原） 経済的な活動は何とかあれですが、ハードのほうだけもちこたえるものでない
と恐いです。 
 
１３．共同建築の利活用 
（車戸） よく建築的に面白いからと、レトロだからと残してという方もいらっしゃいま
すが、それはそれでいいですが、地震がきたら一発でいっちゃいますから、レトロという
だけで残すのはいかがなものかというのがあります。本当に恐いです。 
 
（渡辺） 若いレストラン経営者とか、雑貨屋さんがこういうところに入って……。 
 
（車戸） そういうのは面白いですからあり得ると思います。 
 
（渡辺） まだそういうのはないのでしょうか。 
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（車戸） そこが問題で、そういう空き家バンクみたいなものがあるのでしょうか。 
 
（小倉） 商工会議所さんでまとめてやっていただいています。 
 
（藤墳） 空き店舗の対策は……。 
 
（車戸） あるけれども、オーナーと借りたい人の話し合いはそれほど広くいっていない
ですし、北村ビルでも、あれだけいいところがどこからも話がないというのもいかがなも
のかと思います。ですから、そういう意味ではもう少し……。 
 
（石原） 使ってもらったほうがいいのか悪いのかという話があります。 
 
（渡辺） 使い続けられるという保証がありません。 
 
（石原） 小物屋さんや雑貨屋さんなど若い人が入ってくるのであれば、店をだいぶん小
回りにして、小さく分けて提供しないとこんな大きなところで商売できないと言われます。
それこそ２坪の店でいいという感じになりますから。 
 
（車戸） 市役所の周りはこういうものではなく、昔ながらの民家がありますので、そう
いうところでは女性だけでスパゲティ屋さんとかケーキ屋さんなどをやられていまして、
ちゃんと繁盛しています。そういう人たちが少しずつ多くなってくると思います。 
 
（小倉） 気が付かれたと思いますが、大垣水門川という川がございまして、景観がいい
ですからそれを大事にしていまやっています。お城および記念館も水門川の景勝地にもな
っております。あとで歩いていただければご理解いただけるかと思います。 
 
（渡辺）人口自体は下がっているのでしょうか。 
 
（小倉） 下がっています。 
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（車戸） 下がっているってもんじゃありません。それでも入りません。 
 
（小倉） ただ、市の補助などで、入ってきて保証金や家賃の補助とか、３万円の補助が
出るとかいろいろありますが、やってきても長続きしません。補助金が切れると撤退とい
うケースもたくさんあります。 
 
（車戸） 家賃よりも人件費だけではなく、光熱費等一般管理費がかかります。その固定
資産税ぐらい出なければいけないのに、それも出ないとなると家賃どころの話ではないわ
けです。家賃をゼロにしても入ってくれればいいですが、まさかゼロというわけにはいき
ません。 
 
（菱田） お問い合わせは増えました。会議所のほうで店舗調査をして、会議所のホーム
ページに掲載していますが、借りたい人はいても、ここは飲食店はダメというのがあった
りしますので、貸したい人と借りたい人のマッチングが難しいです。 
 
（車戸） 借りたい人と貸したい人が一堂に会して話合う場みたいなものはありますか。 
 
（菱田） そういうのがありません。 
 
（車戸） それをやらなければダメです。 
 
（渡辺） 共同ビルの中は飲食でいるのでしょうか。 
 
（車戸） 借りたい人が来ています、貸したい人もおりますよで終わっています。 
 
（渡辺） 共同ビルの中はガスなどは使えて飲食店もできますか。 
 
（小倉） 使えます。 
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（車戸） 本当はそういうことをやらなければいけませんが、大変なのは地元の銀行に頼
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１４．防火建築帯の構造 
（石淵） ２階が元住居になって階段で上がれるようになっていると思いますが、借りる
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（小倉） それがネックの部分でもあります。 
 
（車戸） 外になってこういっているはずです。 
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（車戸） 下がっているってもんじゃありません。それでも入りません。 
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（石淵） 外階段は３階とか４階じゃないでしょうか。 
 
（車戸） ３階までです。 
 
（石原） ２階をまだお住まいで使っている人はいらっしゃいますか。 
 
（小倉） ２階に住んでいらっしゃる方もいます。 
 
（車戸） 以前は階段はなかったんじゃないでしょうか。外へ出ていっていたんじゃない
でしょうか。 
 
（藤墳） いろいろなタイプがあります。 
 
（車戸） 29年は中階段も外階段もあって、少し違ってきます。これはどこになるんでし
ょうか。 
 
（藤墳） ここから２つ通り南に行った角地にあります。 
 
（車戸） 誰のところでしょうか。 
 
（藤墳） いま私たちはここにいまして、通りは２つあります。 
 
（車戸） ここがイシハラさんの通りで、これは２つになっていましたか。ここが市役所
ですね。 
（藤墳） 設計はそうです。 
 
（車戸） これは大きいですね。 
 
（藤墳） 中階段もありますし、外は外で階段があります。 
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（車戸） 少しあとですから、これは鉄骨ではなく RCじゃないかと思います。 
 
（藤墳） これは RCです。 
 
（車戸） 29年ですから、少し遅いほうです。 
 
（石原） このへんですか。 
 
（車戸） もっと北です。このへんです。ここの図面はありませんか。 
 
（藤墳） この隣はなかったんです。 
 
（渡辺） 29年で遅いほうというのがすごいです。 
 
（石原） 国のほうでそういうことでしたから、つくるぞ、つくるぞといって、つくった
らすぐに動けるように準備していたということはあるかもしれません。 
 こういうのはもうおわかりにならないかもしれませんが、たぶん役所のほうからの働き
かけでやられるんでしょう。 
 
（小倉） たぶんそうだと思います。 
 
（渡辺） 日々、商売でいっぱいいっぱいですから、自分たちでやろうとは思わないです
ね。 
 
（小倉） とてもとても。ですから、当初は全国から見学においでになったというのは聞
いています。 
 
（石原） ここをやりながら、ここも議論にはなっていたわけでしょうか。 
 
（小倉） 中心市街地における小規模再開発で、この前やここもそうですが、なかなか難
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しい部分もありますし、いま、行政のほうで相談に乗っていただいてはいますが、何とか
しなければいけないと思っていてもできません。法定再開発でやっているところと、民活
でここの小さい部分も進めていかなければいけないというのがいまの流れです。 
 
（車戸） 小規模の部分でもここをサンプルにこうしたらどうでしょうかというのを作り
まして、南向きで貸すようにしながら、１階だけでも店舗にというのをやって、採算に合
わせろというのは、借りる人がいませんから。２、３も住宅として借りてくれればいいの
ですがといことです。 
 基本的にはけっこう外でも住宅をお持ちの方が多いですから、なかなか難しいです。 
 このあとは大垣で本格的にやろうと思っているものです。実は、私は JIという日本建築
家協会の東海の支部長を仰せつかっております。この９月 15日、「水の力」ということ
で岐阜でシンポジウム等をやります。支部長ですから愛知でやっても静岡でやってもどこ
でもよかったのですが。 
 懇親会が鵜飼いというので釣られて来る人が多いものですから、これで一応 125人４県
下から図面屋が集まってきます。しかしやっかいなのは、鵜飼いだけという人が多いとい
うことです。そうすると赤字になってしまいます。 
 こういったことも地方でやって頑張りながら、まだ受け付けていますので、よろしけれ
ば遊びに来てください。 
 
（渡辺） 鵜飼い船でご飯を食べるわけですね。 
 
（車戸） お酒もお弁当も付いています。全てトイレ付きの船を用意しています。 
 
（石原） それは素晴らしい。 
 
（車戸） ツジさんという和紙のデザイナーで、美濃市で「里川」という言い方で板取や
長良川といい、森を守りながら、川を守って、和紙を作っています。先日の賢島でのサミ
ットのときのエコバッグは彼のデザインです。まだ 37か 38ですが、非常に頑張ってくれ
ています。 
 鮎釣りの人は長良川を守りたいという、ただ単に鮎釣りのプロだけではなく、生体系な
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ど生活に対するノウハウのようなものがあり、みんな東京へ行って何とかしようぜという
ことではなく、地方で一度価値感を変えて、この自然を守っていこいうという人たちを選
んで、その人たちにお話を聞きながら、元から、生き方から変えていかなければというこ
とを最初の一歩でやっていこうということです。 
 とりあえず、宣伝しておかないとということでこれで終わりです。 
 
１５．地域と大学のかかわり 
（渡辺） この地域は大学は？ 
 
（車戸） 岐阜経済と高専があります。岐阜経済大学は大垣女子短大と一緒になって、あ
とは高専です。 
 
（渡辺） 全国では大学生がまちに出て、商店街で何かやるというのをやっていますが。 
 
（小倉） これも岐阜経済大学にいろいろ協力していただいています。 
 
（渡辺） こういう建物を再利用して何かやろうという話はないでしょうか。 
 
（車戸） 再利用というのはありませんでした。再利用するには、エネルギーインフラ等
いろいろなものが古いままになっていまして、わりと不経済になっています。 
 
（渡辺） まち中の教室みたいに使っているようなところもあります。上に住むといいま
すか、授業をやって上で……。 
 
１６．共同建築のメンテナンス 
（車戸） 防水などいろいろなメンテが……。歴史的にすごい建造物であればお金を出し
手まで守るというのはわからなくもありせんが、やはりメンテナンスに手が行き届いてい
ません。何とかしなければいけないとは思いますが。 
 
（渡辺） 半端に延命させるよりは、再開発をするんだと。 
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（車戸） どうなんでしょうか。難しいところです。本当に安全性は難しいです。いろい
ろな意味で鉄骨はそれなりなのですが、とにかくコンクリートにしろ何にしろ品質的には
決して良くなくものですから、何かするといろいろなことがあります。まだ、大正ぐらい
のころのもののほうがいいですが、戦後のものはダメです。 
 
（渡辺） 文献などにも資材を集めるのが大変だったと出ています。 
 
（石原） 大学も昭和の１桁の前半ぐらい、３年、４年ぐらいまでにできているものはか
なりしっかりしています。 
 
（車戸） 単にモルタル防水というだけで、いまみたいにやたらといい防水層よりも漏れ
ません。技術が良くなると腕が疎かになるのかもしれません。 
 
（渡辺） 雨漏りがしたら共同でどうされているんでしょうか。 
 
（小倉） 大変です。ここも、そこで雨漏りしています。ですからお願いしても直りませ
ん。 
 
（石原） 原因が上だからわからないわけですね。 
 
（小倉） そうです。各店舗それなりに苦しんでいらっしゃると思います。 
 
（車戸） ここは 50年ぐらいたっていますか。 
 
（小倉） 古いところは 60年ぐらいじゃないかと思います。 
 
（車戸） 53年。ですから、もう……。 
 
（石原） 静岡で聞いたとき、縦にこうなっているので、横での共同というのは屋上防水
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と水だけだと言っていました。自分のところの上だけは防水するけれども、それでも水は
まっすぐ下に下りないので、どこからかがわからないと言っていました。 
 
１７．大垣市中心部におけるまちづくりの課題 
（松田） 最初の耐火のビルが建ったときに、記念式典みたいなものは催されたかどうか
わかりますでしょうか。 
 
（車戸） ほとんど皆さん亡くなられていると思います。 
 
（渡辺） オープニングの写真などがいくつか残っているのを見たことがありますが、こ
ちらは残っていませんでしょうか。 
 
（車戸） それは聞きません。盛大にはやったし、いろいろありましたがどうでしょうか。 
 
（渡辺） あまりに早すぎたので、その意義もよくわからずという感じでしょうか。 
 
（車戸） ただ、見学者は多かったです。 
 
（渡辺） 本人たちも、なんでこんなに見学者が来るのかとびっくりされたかもしれませ
ん。 
 
（車戸） 私の父は、そもそもこれだけ道路を広くしたのがこのまちづくりの欠点だと言
っていました。先ほどの写真を見ましたら、お仕事をしながらやっていこうとすると、そ
れはしょうがなかったのでしょう。 
 
（小倉） いまでしたら、逆に車が前を通るだけでもまだましだというふうにもなります
し、業種によっては停まるとお叱りを被ります。 
 
（車戸） ですから、このオープンスペースをうまく使えばいいと思います。やがて、こ
れがまた利用されるときがあります。片側だけをパスにして、片側を全部遊歩道にしても
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いいと思います。そうすると、それは東でやってもらいたい、西でやってもらいたいとい
うことで、いつまでたっても話がまとまらないということになります（笑）。 
 それでも、大垣の駅前商店街はほかの都市に比べれば頑張っていると思います。 
 
（小倉） 市等のご理解とご協力がありますからやっていられるだけです。 
 
（車戸） 水門川遊歩道をつくるべきだというふうに言って、１枚のスケッチを描いたの
が 47年前で、そして実際にそれができるようになったときには、野田卯一さんが建設大
臣のときに予算が付いて、東京のコンサルさんがほぼ描かれて、それを見てくれと言われ
て見たときには少しイメージが違うなと、少しつくり過ぎだなと思いましたし、たしかに
つくり過ぎだったので、そのコンサルの話はどこかにいってしまって、「車戸が変なこと
を提案するものだから、味も素っ気もない水門川になってしまって」とまた叱られていま
した。なかなかつらいです。でも、あの緑の回廊はいいと思っています。 
 
（小倉） 私もいいと思います。もう８年間過ぎています。 
 
（車戸） これはまだ補助金が付いているほうでしょうか。 
 
（小倉） しっかり付いています。市のいろいろな行事をここでやるなどいろいろなこと
がありますので。 
 
（車戸） その麻薬がなくなっても頑張って行かなければいけません。 
 
（小倉） それはそうですが。一過性のものが多すぎますので。 
 
１８．まとめ 
（渡辺） 皆さんどうでしょうか。よろしいでしょうか。 
 
（石原） 何とか出口が見えてやっているわけではなく、我々流通・商業をやっている人
間はほとんどこういうところまで目を向けませんでした。しかし、実際に 50年前、60年
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前にこれこそ近代化の走りだとやられた事業を背負って、道が見えない状況になっておら
れるのを、私たちは「知らない」と言ってそっぽ向いているわけにはいかないだろうと思
いまして、出口がないにしても一緒にお話を聞かせていただいて、あちこち言えることが
あるのかないのか、探していきたいということです。 
 お聞きすればするほど本当に大変だと思います。現場の皆さんはずっとお考えになって
おられることで、我々素人が出てきて何か名案が出るとは思いませんが、あちこちお話を
うかがいながら、再開発ができるところはできればいいですし、構造的に耐えられるとこ
ろであれば、少しでも使いながらやっていくということだろうと思います。地権者の合意
形成は思いのほか難しいと思いますが、お話をうかがっている限りでは、ここはまだそれ
ほど乱れていないという感じがしましたが。 
 
（車戸） いえ、それは大変です。東京や都会のコンサルにはそういうことをしていただ
けませんので、地元で顔の見える者がなんとかやっていますが、なかなか難しいです。で
も、またアドバイスをいただければと思います。まだ、ギリギリ頑張ってきましたが、も
う本当にアウトだと思います。 
 
（渡辺） このあと、まちを見せていただきたいと思います。 
 
【了】 
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いいと思います。そうすると、それは東でやってもらいたい、西でやってもらいたいとい
うことで、いつまでたっても話がまとまらないということになります（笑）。 
 それでも、大垣の駅前商店街はほかの都市に比べれば頑張っていると思います。 
 
（小倉） 市等のご理解とご協力がありますからやっていられるだけです。 
 
（車戸） 水門川遊歩道をつくるべきだというふうに言って、１枚のスケッチを描いたの
が 47年前で、そして実際にそれができるようになったときには、野田卯一さんが建設大
臣のときに予算が付いて、東京のコンサルさんがほぼ描かれて、それを見てくれと言われ
て見たときには少しイメージが違うなと、少しつくり過ぎだなと思いましたし、たしかに
つくり過ぎだったので、そのコンサルの話はどこかにいってしまって、「車戸が変なこと
を提案するものだから、味も素っ気もない水門川になってしまって」とまた叱られていま
した。なかなかつらいです。でも、あの緑の回廊はいいと思っています。 
 
（小倉） 私もいいと思います。もう８年間過ぎています。 
 
（車戸） これはまだ補助金が付いているほうでしょうか。 
 
（小倉） しっかり付いています。市のいろいろな行事をここでやるなどいろいろなこと
がありますので。 
 
（車戸） その麻薬がなくなっても頑張って行かなければいけません。 
 
（小倉） それはそうですが。一過性のものが多すぎますので。 
 
１８．まとめ 
（渡辺） 皆さんどうでしょうか。よろしいでしょうか。 
 
（石原） 何とか出口が見えてやっているわけではなく、我々流通・商業をやっている人
間はほとんどこういうところまで目を向けませんでした。しかし、実際に 50年前、60年
34 
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